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鰯
歩掛りはどうなって

１
。 いくのか？

「歩 掛り」 と いう 概念 は， 日 本 や 中国 な どの 建

築 生 産 にお いて， 少 なく と も中 世以 来の， あ る い

は古 代 か らの， 非常 に長 い 歴史 を もっ て いる （功

や功 隈 な どと 呼 ばれ た）。 英 国， 米 国 な ど の 最 新

の建築積算解説書にも詳細な歩掛り積上による単

価見 積 り 方法 が 説明 さ れて お り， そ の詳 細さ は日

本 のそ れ を はる かに しの ぐ。 た だ， そ れを 誰が 何

の た め に 使 う の か
，

果 た し て 使 わ れ て い る の か
，

に つ い て は さ だ か で は な い （文一１）。

この歩掛りというものが今後将来の建築生産や

積 算業 務 で どう なっ て いく の だ ろう か ？材 料 歩 掛

り， 機 械 歩 掛り， 概算 用 躯体 数 量歩 掛 り な ども あ

る が， こ こ で は と り あ え ず 「労 務 歩 掛 り」 （人 工

歩 掛 り） に 話題 を し ぼる こ とに する。 こ れが， 今

後 消 えて 行 く運 命 に ある の か， 細々 と 残っ て いく

のか， そ れと も 「新 しい 形 の歩 掛 シス テム」 と し

て 重 要 性 を増 して いく の か ？ 数年 前か ら， お り に

ふ れ幾 人か の ひと に 聞い て きた が， 答 え は相 当 に

異 な る も の が あ っ た
。

「労 務 歩掛 り」 に 限定 して も， その 用 途 によ っ

て 答え が 分か れる だ ろう。 大別 して，

工程・労務計画用の労務歩掛り

構工法の開発評価用の労務歩掛り

積算や価格交渉の根拠としての労務歩掛り

に 分 け る
。

こ こ で， や や お お ざ っ ぱ で は あ る が，

次 の よ う に い っ て よ い だ ろ う
。

（・） 工 程・ 労 務 計画用 に労 務歩 掛 り データ が必 要

であ る こと に は異 論 がな い。

あ る単 位 工 程の 所 要日 数， 施 工 数量， 投入 人

数， 労 務 歩 掛 り の 間 に は 密 接 な 関 係 （た と え

ば， ！人 日 当 り１０滅 とレ）う 形の 歩 掛り 表 現 によ

れば， 所要日数練施工数量／労務歩掛り／１日

当り 投 入人 数 とい う 関係） があ る から， 工程

計 画 と 労 務 手 配 に と っ て 不 可 欠 な デ ー タ で あ

る
。

（ｂ） 構工法の開発評価用の労務歩掛りの必要性に

つ い て も 異 論 は な い。

構工 法 開 発の 目標 と して， また， 改良 評 価や

新旧比較のために労務歩掛りは重要な指標とな

る。（・）用 や（・）用 のよ り も細 か い レベ ル の歩 掛 り

データ が 調 査さ れる こ と が多 い。 労 務 歩掛 り は

労働生産性を直接的に示すから， 建築の労働生

産 性 陶上 の ため の ミク ロ レベ ル の 基礎 的指 標 と

して も必 要 で ある。

こ の よう に（・）と（ｂ）につ い て は， 歩 掛り の必 要 性

は ほ ぼ自 明で ある。 今後 将 来 にお いて も そう であ

ろう。 こ れに 対 し， 取引 き の価 格 やコ ス ト に関 係

する 歩 掛 りに つ いて は 様子 がち が う。 つ まり

（・） 積算や価格交渉の根拠としての労務歩掛りの

必要 性 につ い て は， 議 論が 分か れ る。

立場 が 同 じで あっ て も， 歩 掛り の具 体 的 な使
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い 方 如何 によ っ てわ か れ る。 た とえ ば， 各 立 場

内 部 のイ ンハ ウ ス で使 う のか， 取引 き 相手 に 見

積 り 根拠 と して 提 示す る の か， によ っ て議 論 が

分 か れ る
。

そ こ で， 本 稿 は こ の（・）の 歩 掛 り に つ

い て 扱う。 実際 に は， 上 記３ 者 の用 途 間に は 密

接 な つな がり が ある の で ある が， 今 回 は（Ｃ）に 絞

っ て 扱 う こ と に す る
。

（・）と（ｂ）はイ ンハ ウ ス利 用 が 主 で， 利用 の 目 的

や 立場 が ほ ぼ隈 定さ れて いる の に対 して， （・）は

取引 にか かわ り， 利 用 の立 場 や目 的 が多 様 で 微

妙 で ある。 ま た， 躯 体系， 仕 上系， 製作 物 系 な

どの工 種 によ っ ても 必 要度 は 異な る。

ト 務別の歩掛１利用状況
歩 掛り の用 途 を もう 少 しこ ま かく 見て お く。 建

築学会生産性小委員会 （三浦延恭主査） が， 労務

歩 掛り データ 利 用の ア ンケ ー ト を行 って 公 表 して

いる （！９９７年王２月 第 ２ 回生 産 性 シン ポ ジウム， 文

一２）。 こ の なか で， 業務 内 容 別 の 回 答 を も と め て

いる が， その 業 務内 容 は９ つ に分 か れて いる。 こ

れ を， 上 記の ３ 分類 に 対応 させ る と おお よそ

（・） 全 体工 程 計 画・ 管理， 週 間工 程 計画 ・管 理，

作業者編成・労務計画

（ｂ） 構 法・ 工 法 の開 発， 構 造 ・架 構 方式 の 検討，

施工法の計画

（・） 積 算・ 見 積， 単 価の 査 定・ 取 極， 賃 金 の設 定

・ 支 払 い

のよ う にな る。 本 稿 で扱 う の は， こ の最 後の 列（・）

で あ る
。

三浦委員会のア ンケー ト結果を紹介すれば面自

いの だ が， こ こ では ほ んめ 一端 だ け を表一１と して

抜 き 出 して 引周 さ せて も らう。

こ こ で， ％ はそ の業 務 に 労務 歩 掛り を 便う と 答

えた 人 の割 合 であ る。 同 一 人が ９ つの 業 務の うち

の 複 数 に対 して 使う と答 えて い る のだ ろう。 そ の

う ち のコ ス ト 関連 業務 ３ つ につ いて 使 う と回 答 し

た 回 答者 の ％ だ けを抜 き 出 して 示 した の がこ の 表

であ る。 かっ こ内 は９ つ の業 務 のう ち の４ 分 野別

内 で の 煩 位 で あ る。 「積 算 ・ 見 積 り」 に 使 う と 答

え た 人 は， 型 枠 工 事業 と 鉄筋 工 事業 で は６７．２％，

６０％ あり， そ れぞ れ１ 位 であ る のに 対 し， 総 合工

事 業 で は２７％ 程 度 と 少 な い。 しか し， 「単 価 の 査

定 ・取 極」 に 使う とい う 答え は総 合 建 設業 の 現場

で は 多 い。 専 門 工 事 業 で も 多 い。 「賃 金 の 設 定 ・

支 払 い」 に使 う の が， 専 門工 事業 で多 いこ と は当

然 か も し れ な い が， で は， そ の 目 的 に ど の よ う に

使 う の か に つ い て は
，

容 易 に は わ か ら な い。

表一１ 労務歩掛りを用 いてし、る業務

（建築学会生産性小委員会 報告から引用。 た だし， 全９業務のうち， コス ト関連３業務の みの回答率を摘出 し

た も の。）

総合建設業

（現場）

総合建設業 型 枠 鉄 筋 全 体

（内勤） 工事業 工事業

（Ｃ 一 王） 積 算 ・ 見 積 ２７．９％（７）

（Ｃ － ２） 単 価 の 査 定 ・ 取 極 ７３
．
５ （３）

（Ｃ － ３） 賃 金 の 設 定 ・ 支 払 い ２２．！ （８）

２７．７％（３） ６７．２％（ユ） ６０．３％（！） ３８．７％（５）

２３．６ （５） ５ユ．６ １６） ５８．６ （３） ４９
．
８ （３）

８
．
８ （９） ７３．４ （２） ５６，９ （５） ３０．３ （８）
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綴
積算や取引用の歩掛りの

８
、 今後は？一 発注者

見 積り や 取引 き の 根 拠に 使う 歩 掛り の 必 要性，

利 絹 可 能 性， 利 用 効 果 に つ い て は どう か ？こ れ

は， 工 程 計画 用 歩掛 り な どとち がっ て意 見 が分 か

れる こ と はさ き に述 べ た。 ま ず， 発 注者 側 と 生産

側 受注 者 側 で意 見 が異 なる。 さ らに， 発 注者 側 と

い って も， 公共 と 民 間で はま る で異 な る。

公共工事の発注者の場合は， 入札の予定価格が

会計法で上限拘東性をもつことから， 厳正な予定

価格 の 設定 が 求め ら れ， そ の積 上 げの た め の各 細

目項目の複合単価を標準歩掛積上方式で行ってき

た。 こ の 細 目 複 合 単 価 設 定 の た め に 「標 準 歩 掛

り」 と 「労務単価 （賃金）」 が重要 な役割をもっ

て いた。 現 在 は， その 歩 掛り 積 上 方式 をや め て，

市 場 単価 方 式 に移 行 する 情 勢に あ る。 し か し， 市

場 単 価 が形 成さ れて い ない とす る 工 種， 細 目に つ

いて は 依然 歩 掛り 方 式 が使 わ れて いく。

三省公共工事設計労務単価調査 で得られた労務

単 価の 高 低に 建 設 業界 が 敏感 に反 応 す るが， この

こ と は， 予 定価 格 の積 算 に 労務 単 価 が相 当の ウ ェ

イ トで 使わ れ 影響 して い る こ との 表 れで もあ る。

さ ら に， 最 近 はい わ ゆる 逆ス ライ ド とい う 形 で契

約請 負 価 格の 減 額に 反 映さ れ るケ ース も あ るが，

こう した局 面 で は， 歩 掛り × 賃金 の 形の 積 算 が受

注者 働 に 厳 しく 作用 して いる。

労務単価を使うということは労務歩掛りを便う

と いう こ と を同 時 に意 味 して い る。 労 務 単価 や 賃

金を使う積算業務で労務歩掛りを使わないという

こ とは あり え な い。 積 算に 労 務単 価 （賃 金） を 使

う とき に は必 ず 労務 歩 掛り が 使わ れ る。

一 方， 民間 発 注者 は 現在 ほ と ん ど使わ な い。 受

注者 が 提示 す る 内訳 明細 書 に も求 め ない。 歩掛 り

と賃 金 な どが 入 った よう な 詳細 な 内 訳書 に なれ ば

なる ほ どわ か り にく く なる し， 無 視 する 向 き が多

いだろ ㌔ 生産現場での原価形成 プロセスに関心

や 理解 が ない の も， 生 産 過程 に直 接 関与 しな い 立

場 と して は 当然 だ とい って い い かも 知 れ ない。

瀦
川上指向積算と相場主義

４
。 の結合だけで十分か？

では， 発注 者側 に 建築 コ ス トに 明る い設 計事 務

所や 積 算 専門 家や コ ン サル タ ン トがつ いて いる 場

合 は どう なの か ？ どう も， こ の場 含 も， 歩 掛り Ｘ

賃金の形や生産工程の生の原価には関心が遠のい

て いく 傾 向 があ る。

そ の一 方， コ ス ト プラ ンニ ング のた め の概 算積

算に は 大 いに 関心 が 高 まる 傾 向に ある。 積 算見 積

り機 能 の川 上 指 向・ 企 画指 向 で あり， 企 画 や設 計

とコ ス ト プラ ンニ ン グや概 算 積 算が 結 びつ く意 味

で 必要 か っ 好ま しい こ と であ る。 しか し， 川 上指

向 の積 算 が 発展 する こと 自体 は 好 ま しい とい える

もの の， そ の 方向 へ の発 展 だ けで 十分 だ と いって

よ いの だろ う か ～

川 上 積 算指 向 はマ ク ロ単 価 指 向， そ して そ の レ

ベ ル での相 場 単 価指 向 と結 び つく が， これ ら が発

注 者サイ ド のコ ス ト関 心 にお いて 支 配 的に な る と

き は， 設 計 図書 に もと づく 積 算 見積 り の論 理 の破

綻 が 一層 進 行 する おそ れが ある （マ ク ロ単 価 の 最

た る も の は， 延坪 当 り総 価 単価， ある い は， 大 費

目 分野 ごとの 延 坪単 価 な どで ある。 なお， 躯体 数

量 概算 用 の歩 掛 り は， 概 算積 算の 発 展 とと も にま

す ます 重 要 にな る が， こ れ は労務 歩 掛 りで な いの

で こ こ で は 扱わ な い）。 とも あ れ， マ ク ロ 単価 情

報 と 生産 コス ト実 態情 報 と をリ ンク さ せる よ う な
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役 割 が どこ か で必 要 なよう に思 える の だ が， どう

だ ろ う か。 こ う し た 点 は Ｃ Ｍ （コ ン ス ト ラ ク シ ョ

ンマ ネ ジメ ン ト） のコ ス ト 管理 機 能の あ りか た と

とも に 今後 検 討さ れ るべ き だろ う。

鰯
労務歩掛りを不要または

５
、 不適とする理由

コ ス ト 関連 業務 へ の 労務 歩 掛り に し ぼって， 歩

掛り 不 要 説と 必要 説 と 分 けて， そ の 理 由を あ げて

おく。 不 要説 の 理 由は おお よ そ次 の よう な もの だ

ろ う
。

①市場単倣庸報があるなら市場単価を使うべき

だ。 市場 競争 の 原則 か ら 当然 で あろ う。

②歩掛り積上方式は市況変化に対する機動性に

乏 し い。

③細 か す ぎる。 発 注 者・ 設 計者 に とっ て 意 味が

な い
。

④発 注 者側 が 実態 歩 掛り を 把 握す るの は困難。

⑤ 生産 者側 も 真の 歩 掛り は 開 示 し難 い。 開 示す

れ ば副 作用 が 出る 懸 念が あ る。

⑥ 見 積 り 書 等 で 提 示 し て も， どう せ 無 視 さ れ

る
。

⑦ 歩掛 り は， 施 工条 件， 数 量 の多 寡， 段 取 の適

否， 作 業者 技 能 な どによ っ て 変わ る。 標 準歩

掛り だ け では 対 応 でき ない。

⑧ 概算 に よる コス ト プラ ンニ ングの 重 要性 が増

しつ つ ある。 い ま必 要 とす る 単価 情 報の レ ベ

ル は労 務 歩掛 り を使 う レベ ル で はな い。

⑨現在の労務歩掛りは数値も意味内容も形骸化

し て い る。

以 上 に は， 筆 者の 勝 手 な解 釈や 推 測も 含 む。 た

ん に不 要 だ という こ と 以外 に， 有 効 でな い， 使 え

７２ 建 築 コ ス ト 籏 究 測邊 ＡＵＴＵＭＮ

な い
，

把 握 で き な い， な ど の 理 由 も 含 ん で い る
。

ト 必要とする理由
労務歩掛りは今後将来とも必要であるとする理

由 を， 筆 者の 勝 手な 解釈 な ども含 め な がら列 記 し

て み る 。

①相場以外の見積根拠の底辺構造として必要。

②元請下請間取引き価格交渉のべ一スや補正根

拠 と して 必 要。

③市場単価主義， 相場圭義だけでは単価変動の

異 常 な増 幅 を制 御 でき な い。

④生 産 現場 に 直 結す る生 の コス ト分 析， コス ト

改 善 提案 お よ び評 価の 手 段 とな る。

⑤変 更， 増 減 の精 算 の基 礎 と なる。

⑥設計複雑度や施工難易度を施工単価に反映さ

せ る 基礎 と し て必 要。

⑦適正賃金 と施工単価 を結 ぶ構造的 説明に 必

要
。

「労 務 歩 掛り の 機 能 や 役 割 は 何 か」， と い う こ

とも 考 え ね ばな らな い が， お およ そ は上 記 の必 要

理 由 と 同 じ と して お く。 以 下 に 少 し 補 足 し て お

く。

鰯
価格変動の異常な増幅を

７
。 モニターする役目

単価 高 騰 時と 低 落時 の両 方 の 時期 が ある。 こう

した とき に， 相 場 や市 場単 価 方 式だ け で は， 異常

な 増 幅が 生 じる。 過度 な 高騰 循 環 （ア ッ プスパ イ

ラ ル） や 低 落循 環 （ダウ ンス パイ ラ ル） に陥 る。

１９９０年 を頂点 と す るバ ブル 時期 の単 価 は， 歩 掛り

に賃金を乗じて下請経費を最大隈に見て算定した



金 額 でも とう て い説 明 がつ か ない 額 だっ た。 現 在

は バ ブル 期 と対 極 約な 低 落時 期 にあ る が， こ の相

場単価も歩掛り積み上 げではとうてい説明がつか

な い 単 価 に な っ て い る。

こう した， 価 格 変 動の 異常 増 幅 また はそ う 主 張

さ れる 事態 に 対 して， そ の原 因 を 究明 す るた め に

は， 市場 単 価 だ けで なく， コ ス ト 構造 に 立ち 入る

モニ タ ー的 な 検討 が 必要 と なり， その 手 が かり の

一部に労務歩掛り を使った 分析が 必要だ と考え

る
。

徽
見積りの諭理を再構築

８
。 できるか？

「予 算の 論 理」 と ｒ見 積り の 論 理」 が， 企 画 か

ら設 計 図書 作 成の 各 段 階を 経過 しな がら， 相 互 に

参 照な い し干 渉 しあ っ て， 設 計図 書 や完 成 建築 物

の 内 容 を制 御 して いく。 「予 算 の 論 理」 は 発 注 者

一 元 請受 注者 一 ユ 次・ 各 次下 請一 … 建 設労 働 とい

わ ば下向きに予算枠を細分化しながら予算論理の

力 を 及 ぼ して い く。 こ れ に 対 して， 睨 積 り の 論

理」 は元来， 生産現場のコス ト発生構造の底辺部

か ら上 向き に 及 ん でいく もの であ る。 つ ま り， 各

レベ ル に お け る 事 前 原 価 計 算 と競 争 を 含 み な が

ら， 下請 の各 層 次 へ， 元 請 へ， 発注 者 へ とい わ ば

上 向 き に作用 す る も の である。

しか し， 現在 は， 見積 り の論 理 が まった く 破 綻

し て い る の で は な い か。 こ れ は，
こ の 連 載 の 前 回

［亙２コ で述 べた とこ ろ であ る。 市 場 競争 と価 格 破

壌 の時 代 であ り， 建 築 需要 者 の立 場， 納 税 者の 立

場 か ら， 建築 価 格 （プライ ス） が低 下 する こ と は

望 ま しい。 しか し， 建設 労働 の 質の 破 壌 にいた る

形 の しわ 寄 せ は社 会 的に 望 ま しく ない。 生産 の 全

体構 造 をコ ス ト構 造 とあ わ せて 再 構築 す るの で な

け れ ば な ら な い。

見 積 り 論 理 に は， 大 き く と ら える と 内 訳 の 数

量， そ れ らの 単 価， そ し て 間 接 諸 経 費 が か か わ

る。 この うち 「数 量の 論 理」 だ け は， 先人 達 の永

年の 尽力 で精密 に 確 立 して いる。 しか し， さ ま ざ

ま校数量に乗ずる単価と間接諸費用な どの 「金額

面の論理」 は破綻 し， 「相場憶報と安値競争の 循

環 のみ」 と見 える 状 況 にあ る。

見積り論理をそ の基礎構 造か ら再構築する の

に， な に が 必要 なの だ ろう か ？適 正 な取 引き 価 格

の 根 拠を どこに 求 める の かＰ 元 下間 取引 き にお い

て は， 労 務 歩 掛り また は そ れに 代わ る も のが 必要

だと 思 える の だが， どう な のだ ろう か ？

圃
論壇 「ＣＭ とコス ト」

９
一 にふれて

「建 築 コ ス ト 研 究」 Ｍ ８の 論 壇 で 「ＣＭ と コ ス

ト」 と題 し て， 岩 下秀 男 先生 が 書い て お られる。

Ｃ Ｍ （コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト） の コ ス

ト管 理 は生 産 ライ ン の 生のこコス ト性状 に 積極 的 に

接 近 し， 変 動 要 因を 制御 す る べき こ と， そ のた め

に は とく に 固定 費の 挙 動 に注 目 する こ とが 必要 か

つ 効 果 的だ と述 べて お ら れる。 こ れは， 岩 下 先生

が２０数年 前 に自 ら 実践 さ れた ＣＭ （結 果 的 に はコ

ス トオ ン方 式 を全 面 的に 適用 した のに 近し）形 態 に

な っ た と い っ て お ら れ る） で
，

こ う し た 個 々 の 生

産 ライ ン の操 業度 な どを制 御す る こ とに よ る折 衝

結 果か らこコス ト節減 の 成果 を 見極 め ら れた ご経 験

に も とづ くも の と 思わ れる。 そ れだ け に， 説 得力

を も つ ご 提 言 で あ る （文一４，５）。

し か し， た しか にそ う した ア プロ ー チ が実 現す

れ ば効 果的 で ある に して も， 現 状 にお いて は一 般

的 にそ れ が非 常 に困 難 であ る こと も あわ せて 考 え

７３



積算 単価に関す る考 察 【１３１

な け れ ば な ら な い， と 思 う。 た と え ば
， 今 日 ど の

よ う な ＣＭ が， こ う し た 個々 の 生 産 ラ イ ン の コ

ス トに 迫 れる の か， 当 該 プロ ジェ ク ト以 外 もか ら

んで不確実性をはらむ稼働率などの生産条件やそ

れに よ っ て 変 動 す る 利 益 や リ ス ク を ＣＭ がメ ー

カ ー な どに 対 して もあ る程 度 は保 証 で きな け れ ば

難 しいの で はな い のだ ろう か ？ どう いう 立 場 と手

法 でそ れ が 可 能 と な っ て い く の だ ろ う か？ し か

し
，

い ま し ば ら く，
こ の 問 題 は 置 い て お く

。

指 摘さ れ てい る 固定 費 や間 接 費 が実 態１コス トに

接近 する 上 でき わ めて 重 要な 鍵 であ る こ とは 確か

だ。 そ して， この こ とは 工業 化 部晶 や 製作 物 だ け

でなく， 型枠や鉄筋加工組立な どの労務集約型の

工 種 に つ い て も い え る こ と で あ る。 こ の 場 合 は，

生産 設備 の ウェイ ト はそ れ ほ ど大き く な いが， 労

務調達や育成確保等の間接費や下請企業としての

一般 管 理費 な ど である。 こ れ らは多 分 に 固定 費 的

な性 質 を持 って い る。 型 枠や 鉄 筋 加工 組 立な どに

おい て も， 数 量の 多 寡， 繰返 し的 か多 晶 種少 量 的

か， 稼 動状 況 が平 準 化 して いる か， 計 画 的か， な

どに よっ て こ れ らの 間接 費 ある い は固 定 費の 単位

あた り 原価 は 大き く 変動 する だ ろう。

こう した 労 務集 約 的 な工 種， 職 種に お いて も，

常 に相 場主 義， 市 場 単価 主義 だけ でよ い のか， 検

討す る 必 要が ある。

もう ひ と つ， 歩 掛 り を 使う と き に， 「労務 間 接

費や そ の 他の 諸経 費 を これ ま で どう い う 考 え方 で

扱っ て き た の かＰ」， そ し て 「今 後 将 来 の 歩 掛 り

シス テム でこ れ を どう 扱 う か リ とい う 難間 に 直

面 す る。

ア４

適正施工単価と賃金を
１０

。 結ぶには歩掛りが必要

建築コスト研究 ２満 Ａ帆Ｕ洲

そ れぞれの專門工事業界からしばしば適正単価

の 主 張や 陳情 が ゼネ コ ン 団体 や建 設 行 政に 向 けて

行 わ れ て い る。 し か し， こ の 「適 正」 と は な に

か， そ の 根 拠 は 何 か， に つ い て は あ ま り は っ き り

しな い。 希望 単 価 だ け主 張す る の では， 現 在 の状

況 で はい か にも 説 得力 に 乏 しい。 専 門 工事 業 そ れ

ぞれ の適 正 施工 単 価を 説 明す る に は， どう し ても

何 ら かの 構造 的 内 訳根 拠 が必 要 であ る。 そ の 中 に

は， 労務 歩 掛り， 賃金， 労務 間 接費， 一般 管 理費

な どの根 拠 が必 要 で はな かろ う か。

ま た， そ れ ぞれ の職 種 の希 望 賃金 日 額 が表 明さ

れる こ とが ある。 職人 の 生 活維 持， 技 能水 準 維持

の た め の年 収金 額 か ら逆 算 する 形の 訴 え はそ れ な

り の 訴 求 力 を 持 つ。 し か し， や は り こ の 場 合 に

も， 賃 金額 だ けを 要求 して も， 直接 賃 金 を支 払う

者 で な い相 手に はぴ んと こ ない の で はな いか （代

金 ・ 賃 金 の 不 払 い 間 題 な ど は べ つ。
し）ま は

，
賃 金

額水 準 の間 題。 なお， 各 組 合 が職 人の 標 準賃 金 や

単価 表 を示 した り， ア ンケ ー ト調 査の 平 均数 値 を

示すことは違法であるとの公正取弓倭 員会の見解

が出 さ れて いる）。

では， 賃 金 を直 接 支払 う 雇用 者 に 対 して だけ 訴

え れ ばよい か と いう と， も ちろ ん そ れだ け では 効

果 はな い。 施 工単 価 と賃 金 をつ な ぐ 構造 的 な説 明

根拠 が 必要 で ある。 つま り， 直 接 賃 金額 だ けを 問

題に しても元請者と一次下請との取極め単価への

説 得 力 は （た と え， 聞 く 耳 を も っ てレ）る 場 合 で

も） 小 さ い し， そ れ を 発注 価 格に 反 映す る力 も な

い の で は な い か
。

賃 金 と施 工 単 価と をつ な ぐ説明 力 は何 か， そ の

説明 に 何 が必 要 かが 問わ れ な け れ ばな らな い。 賃

金と施工単価をつな ぐ構造には， 労務歩掛りや間

接 費 が 重 要 な 役 割 を も っ て 存 在 し て お り， し か



も， そ れら が垂 直 に運 鎖 して い る 必要 が ある。

設計複雑度， 施工難易度など施工原価に影響す

る諸条件によって契約単価を補正する係 数類の提

案 は， 数 年 前か ら 専門 工 事業 の いく つ かの 団 体 か

ら 行 なわ れて き た。 しか し， 労 務 歩掛 りや 賃 金 を

使 う 形の も の は見 当た ら な い （文一３）。

こ れ は前 記の 必 要理 由 の⑦ に相 当 す る が， こ の

適正賃金や適正単価の主張および評価の根拠とし

て の 歩掛 り は， 元 請と 一 次下 請 間 の価 格交 渉 だ け

でなく， 一 次下 請 と二 次 下請 間 な どさ ま ざま な レ

ベ ル で必 要 で ある。

搦
まとめ一労務歩掛りの

１１
。課題

労 務集 約 的 な工 種， 職 種 に関 し て は， そ の 見 積

りや取引価格交渉に労務歩掛りまたはそれに代わ

る 何 かコ ス ト 構造 に かか わ る説 明 項 が必 要 であ る

と考 える。 通 常の 状 況の 通 常の 施 工条 件 で は， 市

場 単 価 や相 場 単価 と 競争 で よ いと して も， 異 常 な

事態 の 原因 分 析や 原 価改 善 のた め に は， や はり，

こう したも の （歩掛 り， ま た は， 新 しい 歩 掛り シ

ス テ ム） が必 要 だと 思う。

しか し 困難 も多 い。 現在 積 算に 便 わ れる 歩 掛り

は
，

論 理 的 に も
，

数 値 的 に も
，

形 骸 化 し て い る。

また， 大 変な あ いま いさ をか か えて いる。 歩 掛り

の概 念 や 機能 や ある べき 形式 につ い て， こ れ ま で

ま と も に 研 究 さ れ て こ二 な か っ た よ う に 思 わ れ る。

重要 と 思わ れ る研 究 課題 の いく つ か を指 摘 して

お き た い。

① 間 接費 を 歩 掛り シス テ ム で どう 扱う か ？

②生産性向上の要請と歩掛りの保守性との関係

を どう 打 開 する か ？す なわ ち， 生産 性 向上 努

力 がメ リ ッ ト と な る 仕 組 み を い か に つ く る

か？

③ 実態 歩 掛り と標 準 歩 掛り の 関係 をイ ンセ ンテ

ィ ブの 上 で どう 扱 う か？

④多様な生産条件への対応や補正の仕組みをど

う合意するか？

⑤工程計画用歩掛りと積算用歩掛りの乖離をど

う す る か？ 別 のも の と考 え る か， 同 じで ある

べ き と す る か
。

⑥下請見積書に労務歩掛りと労務単価を提示で

き る か ？

⑦歩掛り開示の効果と副作周をどう考えるか？
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